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毎
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
記
念
日
に
は
、
当
神
社
に
お
い
て
、

護
国
に
お
け
る
戦
争
犠
牲
者
の
御
霊
を
お
慰
め
申
し
上
げ
る
神
事

能
と
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
よ
り
相
模
薪
能
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

又
、
正
午
よ
り
末
社
宮
山
神
社
境
内
に
建
つ
平
和
の
塔
・
和
光
前

で
、
平
和
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
▼
都
内
に
お
い
て
は
、

毎
年
こ
の
終
戦
記
念
日
に
、
戦
没
者
に
対
し
追
悼
の
意
を
込
め
て
、

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
我
が
日
本

国
の
た
め
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
英
霊
を
お
慰
め
し
、
か
け
が
え

の
な
い
家
族
を
失
っ
た
遺
族
の
悲
し
み
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
、
そ
し
て
人
か
ら
人
へ
と
伝
え
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
▼
神
道
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
祖
先
の
神

か
ら
出
た
も
の
は
、
祖
先
の
神
の
も
と
へ
還
っ
て
い
く
と
さ
れ
、

故
人
や
先
祖
は
、
神
と
な
り
、
永
久
に
子
孫
を
守
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
▼
大
人
が
子
供
を
元
気
づ
け
た
り
、
励
ま
し
た
り
す
る
時

に
、
よ
く
耳
に
す
る
の
が
、｢

天
国
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
見
て
い

て
く
れ
る
か
ら
大
丈
夫｣

、
と
い
う
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
。
子
供
の

時
で
さ
え
、
そ
う
言
わ
れ
る
だ
け
で
心
強
か
っ
た
が
、
大
人
に
な
っ

た
今
で
も
、
そ
の
言
葉
は
心
に
残
っ
て
い
る
。
天
国
に
い
る
あ
の

人
に
、
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
生
き
て

い
る
私
達
に
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
し
て
い
き
た
い
▼
人
は
亡
く

な
る
と
、
ど
う
な
る
の
か
。
幼
い
頃
、
誰
し
も
一
度
は
そ
ん
な
疑

問
を
抱
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

幼
い
子
供
に
そ
の
よ
う
な
質
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
経
験
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
と
き
、
人
は
ど
う
思
い
、
ど
う

答
え
る
の
か
。
お
星
さ
ま
に
な
る
の
か
、
灰
に
な
る
の
か
、
は
た

ま
た
消
え
て
な
く
な
る
の
か
。
人
そ
れ
ぞ
れ
答
え
が
あ
る
だ
ろ
う

が
、
何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
亡
く
な
っ
た
人
が
、
生
き
て
い
る

人
の
心
の
中
に
、
い
つ
ま
で
も
残
り
続
け
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
神
の
世
界
か
ら
永
遠
に
私
た
ち
を
見

守
り
続
け
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
も
し
も
、
将
来
自

分
が
子
供
を
授
か
り
、
そ
ん
な
質
問
を
さ
れ
た
と
し
た
ら
、｢

目

に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
あ
な
た
の
心
の
中
に
ず
っ
と
い
る
ん
だ

よ｣

、
な
ん
て
言
っ
て
あ
げ
た
ら
、
ど
ん
な
反
応
が
返
っ
て
く
る

の
だ
ろ
う
。

(

福
井

麻
耶)
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七
月
十
六
日

(
海
の
日)

の
早
朝
、
神
奈
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
浜
降
祭
が
茅
ヶ
崎
南
湖
の
浜
に
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
御
祭
主
寒
川
神
社
を
は
じ
め
、
寒
川
・
茅
ヶ
崎
地
区
に
鎮

座
す
る
、
三
十
三
神
社
の
神
輿
三
十
八
基
が
集
い
勇
壮
華
麗
に
乱
舞
す

る
姿
を
見
よ
う
と
、
約
八
万
人
の
方
々
が
訪
れ
浜
は
賑
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
三
十
五
年
振
り
に
寒
川
神
社
の
神
輿
が
大
改
修
さ
れ
、

浜
降
祭
が
正
式
な
お
披
露
目
と
な
り
、
朝
日
に
照
ら
さ
れ
光
輝
く
神
輿

は
賑
々
し
く
、
尚
一
層
の
御
神
威
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

寒
川
神
社
で
は
、
午
前
二
時

半
に
社
頭
を
発
輿
、
午
前
六
時

に
南
湖
の
浜
に
着
御
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
神
輿
が

着
御
し
た
午
前
七
時
、
浜
降
祭

祭
典
を
厳
粛
に
斎
行
し
、
国
家

安
泰
、
五
穀
豊
穣
、
大
漁
満
足

が
祈
願
さ
れ
、
祭
主

(

寒
川
神

社

宮
司

利
根
康
教)

よ
り

�

浜
降
祭
は
、
数
ヶ
月
間
か
け

て
諸
準
備
、
打
合
わ
せ
、
練
習

を
重
ね
、
今
日
の
こ
の
日
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
色
々
な
規
制
が
あ
り
、
皆

様
方
に
も
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致

し
ま
し
た
が
、
東
日
本
復
興
も

併
せ
て
祈
願
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
年
を
経
た
現
在
も
地

域
に
よ
っ
て
は
復
興
が
進
ま
ず
、

苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
日
の
こ
の
力
強
い
パ
ワ
ー

や
熱
気
が
、
こ
の
浜
風
に
乗
っ

て
東
北
地
方
に
届
き
、
少
し
で

も
被
災
地
の
皆
様
方
の
勇
気
と

な
り
、
一
日
も
早
く
立
直
り
、

元
気
に
な
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
浜
降
祭
で
お
会

い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。�

と
、

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
神
輿
は
一

路
帰
路
の
途
に
着
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
御
旅
所
に
て
巫
女

舞

｢

四
方
拝｣

を
奉
奏
、
被
災

地
早
期
復
興
を
祈
念
し
た
横
断

幕
を
掲
げ
て
神
幸
し
、
正
午
過

ぎ
無
事
還
幸
致
し
ま
し
た
。
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浜
之
郷

鶴
嶺
八
幡
社

岡

田

菅
谷
神
社

芹

沢

腰
掛
神
社

堤

八
坂
神
社

倉

見

倉
見
神
社

一
之
宮

八
幡
大
神

矢

畑

本
社
宮

西
久
保

日
吉
神
社

円

蔵

神
明
大
神

柳

島

八
幡
宮

萩

園

三
島
大
神

今

宿

松
尾
大
神

中

島

日
枝
神
社

下
寺
尾

諏
訪
神
社

上
赤
羽
根

八
雲
大
神

下
赤
羽
根

神
明
大
神

高

田

熊
野
神
社

甘

沼

八
幡
大
神

香

川

諏
訪
神
社

小
和
田

熊
野
神
社

菱

沼

八
王
子
神
社

十
間
坂

神
明
宮

十
間
坂

第
六
天
神
社

中
海
岸

中
海
岸
神
社

中
海
岸

八
大
龍
王
神

本

村

八
坂
神
社

新

町

嚴
島
神
社

南
湖
中
町

八
雲
神
社

茶
屋
町

茶
屋
町
大
神
宮

南
湖
下
町

住
吉
神
社

鳥
井
戸

御
霊
神
社

南
湖
上
町

金
刀
比
羅
神
社

▲浜祭典

▲応援メッセージを掲げ神幸 ▲ ｢四方拝奉奏｣
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こ
の
た
び
、
貴
き
寒
川
神
社
の
責
任
役
員
の
承
認
を
賜
り
ま
し
て
、

身
に
余
る
大
役
を
皆
様
と
共
に
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
、

総
身
震
え
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

御
社
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
き
、
千
数
余
年
を
さ
か
の
ぼ
る
史
書

以
前
よ
り
、
こ
の
寒
川
の
地
に
お
わ
し
ま
し
て
、
豊
か
な
恵
み
と
、

穏
や
か
な
生
活
の
支
え
と
な
り
、
相
模
国
の
人
々
の
心
の
故
郷
で
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
寒
川
大
明
神
の
御
神
徳
は
も
と
よ
り
、
畏
怖
と
尊

厳
を
持
っ
て
こ
の
宮
の
杜
を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
、
氏
子
、
崇
敬

者
と
と
も
に
、
宮
司
並
び
に
神
職
、
関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力

の
賜
と
、
深
甚
の
思
い
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
悠
久
の
信
仰
と
歴
史
を
培
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
先
人
の

ご
労
苦
を
顧
み
る
と
き
、
こ
れ
を
初
心
に
刻
み
ま
し
て
、
よ
り

｢

寒

川
さ
ま｣

が
皆
様
の
暮
ら
し
の
な
か
に
溶
け
こ
み
、
調
和
の
と
れ
た

地
域
文
化
が
醸
し
出
さ
れ
ま
す
よ
う
、
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の

で
あ
り
ま
す
。

ご
見
察
の
通
り
浅
学
の
身
で
あ
り
ま
す
。
幾
多
の
皆
様
が
培
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
寒
川
神
社
の
歴
史
に
恥
じ
ぬ
品
格
あ
る
行
動
が
と
れ

る
よ
う
、
自
ら
を
律
し
研
鑽
致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
共
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
、
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
神
社
責
任
役
員
を
退
任
さ
れ
た

大
川
静
男
様
の
後
任
と
し
て
就
任
さ

れ
た
入
澤
一
三
様
よ
り
、
寄
稿
賜
り

ま
し
た
の
で
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
後
の
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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寒
川
町
に
は
神
輿
愛
好
会
が

七
団
体
あ
り
ま
す
。
そ
の
団
体

の
役
員
の
方
々
が
集
ま
り
、

｢

町
内
で
も
っ
と
お
祭
り
を
盛
り

上
げ
よ
う｣

と
、
寒
川
ま
つ
り

会
を
四
月
に
発
足
致
し
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
浜
降
祭
を
目
前

に
、
世
代
を
越
え
て
祭
り
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
段

ボ
ー
ル
神
輿
の
作
成
を
企
画
、

町
内
に
あ
る
七
つ
の
保
育
園
や

幼
稚
園
に
神
輿
作
成
キ
ッ
ト
を

配
布
し
、
飾
り
付
け
を
依
頼
致

し
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
神
輿
は
当
神

社
の
内
庭
に
去
る
七
月
二
十
日

迄
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
参
拝
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

神
輿
の
仕
上
り
は
、
主
催
者

の
想
像
以
上
に
素
晴
ら
し
く
、

｢

こ
ん
な
に
き
れ
い
で
個
性
的

な
ら
来
年
以
降
も
続
け
た
い｣

と
語
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
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六
月
三
十
日
、
水
無
月
大
祓

式
、
茅
の
輪
神
事
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

六
月
の
大
祓
は
夏
越
の
大
祓

と
も
呼
ば
れ
、
こ
の
半
年
間
の

罪
穢
を
人
形
に
移
し
、
切
麻
に

て
祓
い
清
め
る
儀
式
で
、
奈
良

時
代
、
正
式
に
宮
中
の
年
中
行

事
に
定
め
ら
れ
、
今
で
は
全
国

の
各
神
社
で
執
行
さ
れ
る
重
要

な
儀
式
で
す
。

大
祓
式
後
、
千
四
百
名
も
の

参
列
者
は
内
庭
に
設
け
ら
れ
た

茅
の
輪
を
全
員
で
三
度
潜
り
無

病
息
災
を
祈
願
、
清
々
し
い
心

に
立
還
り
ま
し
た
。
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七
月
十
七
日
、
農
作
物
を
食

い
蝕
む
病
害
虫
を
追
い
払
い
、

豊
作
を
祈
願
す
る
虫
送
祭
が
執

り
行
わ
れ
、
各
生
産
組
合
の
方

方
に
五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
た
御

神
札
が
配
ら
れ
ま
し
た
。



さ が み����� ����	
��
 �

��
��
��

��
��
��

��
��
��

		
��




��
��

��
��
��
��
��

��
		




��

�� 


��

���� 


������ 



����
��

古
事
記
編
纂
一
三
〇
〇

年
を
記
念
し
、
語
り
部
・

か
た
り
す
と
の
平
野
啓
子

氏
を
お
招
き
し
て
�
神
話

と
古
伝
説
の
語
り
�
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

当
日
雨
天
の
際
は
、
会

場
を
寒
川
総
合
体
育
館
に

変
更
し
開
催
し
ま
す
。

会
場
変
更
は
、
当
日
午

前
十
一
時
頃
と
午
後
十
二

時
十
八
分
頃
、
ニ
ッ
ポ
ン

放
送
ラ
ジ
オ
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
当
神
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
�
最
新
情
報
�

で
も
確
認
出
来
ま
す
。

尚
、
雨
天
会
場
迄
は
当

神
社
よ
り
徒
歩
約
三
分
で
す
。

�
�
�

�

平
成
二
十
四
年

八
月
十
四
日(

火)

午
後
五
時
半

開
場

午
後
六
時

開
演

�
�
�

�

寒
川
神
社
特
設
舞
台

(

雨
天
時

寒
川
総
合
体
育
館)

�
�
�

�第
一
部

地
元
の
伝
説

｢

御
池
物
語｣

日
本
最
古
の
物
語

｢

竹
取
物
語｣
抄

第
二
部

古
事
記
編
纂
一
三
〇
〇
年
記
念

｢

面
白
す
ぎ
る
古
事
記

－

恋
す
る
神
様－

｣

平 野 啓子氏

語り部・かたりすと・キャスター
大阪芸術大学放送学科教授
武蔵野大学非常勤講師
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先
の
大
戦
に
て
、
祖
国
日
本

の
為
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
護

国
の
英
霊
と
戦
争
犠
牲
者
の
御

霊
を
お
慰
め
申
し
上
げ
、
真
の

世
界
平
和
を
祈
願
す
る
相
模
薪

能
が
終
戦
記
念
日
の
八
月
十
五

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

四
十
三
回
を
迎
え
る
本
年
は
、

古
事
記
撰
上
一
三
〇
〇
年
を
記

念
し
、『

古
事
記』

を
出
展
と

す
る
能
二
曲
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

能
楽
師
に
よ
る
幽
玄
の
世
界

を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

�
�
�

�

八
月
十
五
日(

水)

午
後
五
時

開
場

午
後
五
時
半
開
演

�
�
�

�

内
庭
特
設
舞
台

(

荒
天
時

寒
川
総
合
体
育
館)

�
�
�

�

能

｢

三み

輪わ｣

狂
言

｢

苞つ
と

山や
ま

伏ぶ
し｣

能

｢

小こ

鍛か

冶じ｣

※
小
雨
決
行
に
つ
き
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を

持
参
下
さ
い
。

荒
天
時
の
会
場
変
更
は
、
ニ
ッ
ポ
ン

放
送
ラ
ジ
オ
に
て
午
前
十
一
時
頃
と

十
一
時
五
十
二
分
頃
放
送
致
し
ま
す
。

当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�最
新
情
報
�

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

��� ����
��� ����
��� ����
��� ����
��� ����

��
��
��
		



��

終
戦
記
念
日
で
あ
る
八
月
十

五
日
、
正
午
よ
り
末
社
宮
山
神

社
境
内
に
建
つ
、
平
和
の
塔

｢

和
光｣

の
前
に
て
世
界
の
恒

久
平
和
を
願
う
、
平
和
祈
願
祭

が
執
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
祭
典
に
皆
様
方
の
ご
参

列
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

�
能

｢

三
輪｣

▲狂言 ｢苞山伏｣

記

�
�
�

�

平
成
二
十
四
年

八
月
十
五
日(

水)

正
午
よ
り

�
�
�

�

宮
山
神
社
境
内

和
光
の
塔
前

���
��
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当
神
社
で
は
例
祭
時
期
、
商

工
奉
賛
会
会
員
の
方
々
に
提
灯

を
奉
納
頂
き
、
神
池
橋
前
の
三

角
地
に
掲
げ
、
例
祭
を
奉
祝
し

て
お
り
ま
す
が
、
広
く
読
者
の

皆
様
に
も
ご
協
賛
を
募
り
、
尚

一
層
、
賑
や
か
に
お
祝
い
し
た

く
存
じ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
奉
灯
ご
希

望
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

下
記
に
て
お
申
し
込
み
頂
き
た

く
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

�
�
�
�
�一

灯

一
五
、
〇
〇
〇
円

�
�
�
�
�
	

社
務
所
に
献
灯
料
を

御
持
参
下
さ
い

�
�


�
�平
成
二
十
四
年

八
月
二
十
五
日(

土)

�
�


�
�
�
�

寒
川
神
社
例
祭
献
灯
係

〇
四
六
七－

七
五－

〇
〇
〇
四

左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り

ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
	
�
�


�

�


�
�
�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

十
万
円

近
藤

英
之

茅
ヶ
崎
市
南
湖

八
万
円

田
中

功
一

東
京
都
練
馬
区

五
万
円

多
田

勲

茅
ヶ
崎
市
萩
園

三
万
円

柴

百
希

相
模
原
市
中
央
区

二
万
円

大
場

信
雄

神
奈
川
県
三
浦
市

一
万
円

石
山

紀
一

平
塚
市
千
石
海
岸

〃

河
野
マ
サ
子

東
京
都
世
田
谷
区

〃

河
島
清
之
進

福
島
県
白
河
市

〃

松
下

玄

静
岡
県
伊
豆
の
国
市

〃

郭

済
文

埼
玉
県
川
口
市

〃

森
田

勇

茅
ヶ
崎
市
南
湖

〃

太
田

建
一

東
京
都
台
東
区

〃

北
島

秋
子

横
浜
市
港
北
区

〃

齋
藤

昌
照

横
浜
市
中
区

〃

�
橋

昭
夫

千
葉
県
市
川
市

〃

�
橋
と
し
子

千
葉
県
市
川
市

〃

佐
藤

好
光

寒
川
町
倉
見

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

□�
�
�
�

平
成
二
十
四
年

十
一
月
十
日
〜
二
十
三
日

□�
�

寒
川
神
社
に
関
係
す
る
未
発
表
の
作
品

□�
�
	

白
黒
・
カ
ラ
ー

四
ッ
切
ま
た
は
六
ッ
切

(

ワ
イ
ド
可)

□

�
�



一
人
五
点
以
内

□�
�
�
�

平
成
二
十
四
年

十
月
一
日
〜
三
十
一
日

□�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

!
�
"
�
#
$
%
�
&
'
(

□)
*
+
,

寒
川
神
社
写
真
展
係
�
〇
四
六
七(

七
五)

〇
〇
〇
四

平成23年宮司賞受賞作品

�
�
�
�
�
�
�
�

	


�
�


�
�
�

35�

35�

�
�

�
�

�
�

�
�

	



�

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会
で
は
、

祭
礼
提
灯
の
斡
旋
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

�

〇
四
六
七(

七
五)

〇
〇
〇
四

-
.
/
0
1
2
3
3
3
4



さ が み����� ����	
��
 �

�
�

�
�
�
�

�

�
�
�

	

介
護
福
祉
士

阿
部

珠
美

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
四
年
八
月
一
日

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

	
�
�
�

�
�
�
�
�
	


�
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ス
カ
ウ
ト
の
中
で
も
冒
険
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
で
は
、
年
間
テ
ー

マ
を

｢

海
へ｣

と
定
め
活
動
を

展
開
中
。
七
月
七
日
・
八
日
に

訓
練
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
。

一
日
目
は
茅
ケ
崎
西
浜
海
岸

で
の
海
釣
り
を
体
験
。
釣
っ
た

魚
で
の
天
ぷ
ら
料
理
に
奮
闘
し

た
。
二
日
目
は
相
模
川
で
の
カ

ヌ
ー
体
験
。
創
始
者
ベ
ー
デ
ン

パ
ウ
エ
ル
の

｢

自
分
の
カ
ヌ
ー

は
自
分
で
漕
げ｣

と
い
う
言
葉

の
示
す
意
味
を
実
感
し
た
。
ま

た
、
隊
長
か
ら
宮
城
県
南
三
陸

町
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参

加
の
報
告
を
受
け
、
今
後
ス
カ

ウ
ト
と
し
て
自
分
た
ち
が
進
む

べ
き
方
向
を
見
出
す
キ
ャ
ン
プ

と
な
っ
た
。

去
る
七
月
十
五
・
十
六
日
と

全
部
門
合
同
で
一
泊
舎
営
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

ス
カ
ウ
ト
達
は
深
夜
二
時
、

浜
降
祭
に
出
御
す
る
神
輿
を
見

送
る
為
、
眠
い
眼
を
擦
り
な
が

ら
も
神
社
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

境
内
に
は
大
勢
の
人
が
お
ら
れ
、

そ
の
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た

が
、
元
気
に
神
輿
を
お
見
送
り

致
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
宮
山
駅
の
花
植
え

を
行
い
ま
し
た
。
暑
い
日
差
し

が
照
り
つ
け
る
中
で
の
活
動
で

し
た
が
、
綺
麗
な
サ
ル
ビ
ア
を

駅
に
飾
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
八
月
の
全

国
神
社
ス
カ
ウ
ト
大
会
に
向
け

て
、
自
分
自
身
で
準
備
・
行
動

し
、
自
立
へ
の
あ
ゆ
み
を
養
う

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
ス
カ
ウ
ト
同
士
助
け
合
い

な
が
ら
も
活
動
が
で
き
、
大
成

功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

去
る
七
月
二
十
日
、
カ
ブ
隊

で
は
夏
キ
ャ
ン
プ
に
向
け
恒
例

の
一
泊
舎
営
訓
練
を
行
な
っ
た
。

梅
雨
が
明
け
た
に
も
関
ら
ず

当
日
は
肌
寒
く
、
雨
も
降
る
中

合
羽
を
身
に
着
け
、
薪
に
火
を

つ
け
る
火
起
し
訓
練
後
、
ナ
タ

等
の
工
具
で
竹
を
加
工
し
夕
食

用
の
箸
を
作
成
し
た
。

翌
日
、
雨
は
上
っ
た
も
の
の

引
続
き
肌
寒
い
気
候
の
中
、
町

営
プ
ー
ル
に
て
身
を
震
わ
せ
な

が
ら
の
水
泳
訓
練
を
行
な
っ
た
。

夏
キ
ャ
ン
プ
に
向
け
、
楽
し

く
も
厳
し
い
訓
練
と
な
っ
た
。

早朝境内清掃のようす
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効
な
検
査
法
で
す
。

現
在
で
は
メ
ソ
ト
レ
キ
サ
ー

ト
や
生
物
学
的
製
剤
な
ど
有
効

な
薬
剤
が
次
々
に
登
場
し
、
内

科
的
治
療
が
奏
功
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
以
前
は
関
節
変

形
が
進
行
し
、
手
術
的
な
治
療

の
対
象
と
な
る
こ
と
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
薬
剤
の
進
歩
に

よ
り
手
術
数
は
20
年
前
に
比
べ

半
減
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

内
科
系
リ
ウ
マ
チ
医
と
整
形
外

科
系
リ
ウ
マ
チ
医
、
そ
の
他
の

リ
ウ
マ
チ
医
が
患
者
さ
ん
を
診

察
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
関
節
の
構
造
を
熟
知
し
、

薬
に
よ
る
治
療
法
や
副
作
用
・

合
併
症
治
療
に
も
精
通
し
、
い

ざ
と
な
れ
ば
手
術
的
治
療
も
で

き
る
リ
ウ
マ
チ
医
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

私
は
日
々
進
歩
す
る
リ
ウ
マ

チ
治
療
の
変
化
に
追
随
し
、
常

に
個
々
の
患
者
さ
ん
に
あ
っ
た

治
療
法
を
一
緒
に
考
え
て
い
く

リ
ウ
マ
チ
医
兼
整
形
外
科
医
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回

治
療
法
の
詳
細
ま
で
は
触
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ご
相
談
が
あ

れ
ば
ど
う
ぞ
整

形
外
科
に
も
受

診
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

平
成
24
年
４
月
か
ら
寒
川
病

院
整
形
外
科
医
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
八
十
田
貴
久
で
す
。

私
は
昭
和
62
年
に
鳥
取
大
学
医

学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
。
横
浜

市
立
大
学
付
属
病
院
の
研
修
医

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
横
浜
市

立
市
民
病
院
、
横
浜
市
立
大
学

病
院
、
藤
沢
市
民
病
院
、
県
立

足
柄
上
病
院
な
ど
で
整
形
外
科

医
と
し
て
勤
務
し
て
参
り
ま
し

た
。今

回
は
専
門
分
野
の
ひ
と
つ

で
あ
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い

て
お
話
致
し
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
関
節
の
滑

膜
と
い
う
組
織
が
何
ら
か
の
原

因
で
炎
症
を
お
こ
し
、
次
第
に

関
節
の
腫
れ
や
痛
み
・
変
形
を

お
こ
す
疾
患
で
す
。
現
在
で
も

そ
の
原
因
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
日
本
で
の
患
者
数
は
70
万
、

女
性
が
男
性
の
４
倍
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
30
代
の
子
育

て
世
代
の
女
性
が
罹
患
す
る
こ

と
が
多
く
、
長
く
患
う
と
生
活

に
支
障
を
来
し
、
家
族
内
、
職

場
内
、
地
域
社
会
で
の
影
響
が

甚
大
で
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
こ
こ
数
年

で
診
断
法
、
治
療
法
と
も
格
段

の
進
歩
を
遂
げ
ま
し
た
。
以
前

は
朝
起
き
た
時
に
手
が
こ
わ
ば

る
、
関
節
の
左
右
対
称
性
の
腫

れ
が
い
く
つ
あ
る
、
な
ど
が
診

断
の
基
準
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
リ
ウ
マ
チ
患
者

さ
ん
を
早
期
か
ら
診
断
す
る
た

め
に
欧
州
・
米
国
リ
ウ
マ
チ
学

会
が
中
心
と
な
っ
て
制
定
し
た

規
準
で
、
極
端
な
ケ
ー
ス
で
は

関
節
の
腫
れ
が
１
つ
以
上
あ
れ

ば
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
の
判
断
で

リ
ウ
マ
チ
と
し
て
診
断
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
診
断
は
検
査
も
併
せ
て
総

合
的
に
判
断
し
ま
す
。

検
査
方
法
も
血
液
検
査
で
炎

症
反
応
な
ど
を
診
る
ほ
か
に
、

リ
ウ
マ
チ
に
特
異
的
と
い
わ
れ

る
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
等
を
測
る
こ

と
が
早
期
リ
ウ
マ
チ
診
断
に
有
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八
月
十
五
日
正
午
、
和
光
塔
前
に

て
世
界
の
恒
久
平
和
が
祈
ら
れ
る

お
化
け
を
怖
が
る
四
歳
の
息

子
に

｢

お
盆
に
は
、
ば
あ
ば
の

ば
あ
ば
、
そ
の
ま
た
ば
あ
ば
が

来
る
ん
だ
よ
。｣

と
説
明
し
た
。

｢

ば
あ
ば
、
こ
わ
い
。｣

息
子
の

答
え
に
返
す
言
葉
が
な
か
っ
た
。

(

尚)

パ
ク
パ
ク
と
緑
の
風
を
御
馳
走
に
初
孫
の
鯉
元
気
に
泳
ぐ

山
口

幸
子

若
葉
萌
ゆ
吾
が
狹
庭
辺
の
夕
暮
る
る
う
す
墨
色
の
静
け
さ
し
ば
し

山
根
喜
美
代

震
災
で
漂
着
一
年
ア
ラ
ス
カ
へ
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
少
年
に
戻
る

亀
山

文
子

五
月
入
り
に
三
日
続
き
し
雨
は
晴
れ
子
供
の
日
の
空
青
々
と
澄
む

安
藤

慧

神
苑
の
桜
の
下
で
舞
う
巫
女
の
優
雅
な
姿
に
心
癒
さ
る

川
島
惠
美
子

ね
む
ら
れ
ず
ロ
ー
ヤ
ル
ウ
ィ
ス
キ
ー
傾
け
て
ベ
ッ
ト
の
上
の
綿
雲
に
な
る

堀
江

照
子

遅
れ
い
し
桜
咲
き
そ
む
佳
き
日
な
り
曽
孫
航
基
の
入
学
な
し
ぬ

宇
田
川
時
子

ラ
ン
ド
セ
ル
希
望
に
満
ち
た
一
年
生
孫
の
姿
の
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ

土
屋
ト
ミ
子

ハ
ナ
ア
ヤ
メ
列
な
り
咲
き
て
幾
重
に
も
群
青
色
に
染
ま
る
一
面

浜
田

寿
子

幸
を
運
ぶ
と
言
わ
る
鈴
蘭
の
一
面
に
咲
き
心
ほ
ぐ
れ
ぬ

岡
元

芳
子

ふ
る
さ
と
の
海
夕
暮
る
る
砂
浜
に
湿
り
て
黒
き
流
木

杉
本

照
世

水
底
に
ま
だ
影
も
た
ず
目
高
の
子

菅
沼
う
め
の

奉
納
の
赤
き
幟
や
夏
つ
ば
め

山
本

朝
子

竹
林
の
雨
打
つ
ご
と
く
青
嵐

飛
石

槿
花

山
車
庫
に
閂
か
ん
ぬ
きか
け
て
祭
果
つ

根
岸

君
子

栗
の
花
落
ち
て
い
ろ
は
の
文
字
残
す

原
野

楽
天

手
習
ひ
の
八
十
路
半
ば
や
夜
の
秋

相
原

白
蕗

消
燈
の
病
舎
に
夏
至
の
雲
迅
し

四
ッ
車
梢
月

相
槌
も
言
葉
の
一
つ
生
ビ
ー
ル

金
指

月
光

や
わ
ら
か
く
土
蔵
を
照
ら
す
梅
雨
の
月

露
木
て
る
子

雨
蛙
一
気
に
鳴
き
て
不
意
に
止
む

竹
村
真
砂
美

夏
座
敷
鎌
倉
彫
の
卓
一
つ

千
葉

静
香

夜
の
秋
の
青
く
明
る
き
山
の
肩

芹
沢

徳
光

が
ら
く
た
を
片
付
け
て
ゐ
る
玉
の
汗

金
子

つ
ぢ

来
客
の
今
や
遅
し
と
夏
座
敷

岩
田
美
代
子

舞
ひ
終
え
し
巫
女
の
影
あ
る
宵
の
宮

松
本
美
智
子

川
あ
ら
ば
水
豊
か
な
る
夜
の
秋

宮
入

つ
る

生
欠
伸
あ
く
び

日
傘
で
か
く
す
女
教
師

伊
藤

公
一

変
装
を
し
た
つ
も
り
無
し
サ
ン
グ
ラ
ス

天
沼

子
平

新
じ
ゃ
が
の
一
個
に
て
足
る
老
の
欲

岡
田
風
呂
釜

背
の
皮
を
�
が
す
ご
と
脱
ぐ
汗
の
シ
ャ
ツ

菅
沼

保
幸

祭
来
る
老
い
て
も
な
ぜ
か
血
が
さ
わ
ぐ

皆
川
志
ん
ご


